
.

発
行
／
山
形
県
尾
花
沢
市
議
会

編
集
／
市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

2020116号・令和５年１月15日発行116号・令和５年１月15日発行

発
行
責
任
者

議
長

青
野

隆
一

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

委
員
長

鈴
木

清

副
委
員
長

和
田

哲

委
員

塩
原
未
知
子

委
員

星
川

薫

委
員

菅
野

喜
昭

委
員

安
井

一
義

委
員

鈴
木
由
美
子

●あ
●と
●が
●き

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
の
議
会
だ
よ
り
は

い
か
が
で
し
た
か
。

私
た
ち
は
、
１
年
前
の

112
号
に
掲
載
し
た
市
民
か

ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

大
切
に
し
、
多
く
の
方
々

に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
誌

面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

発
行
目
的
や
中
身
が
伝

わ
る
よ
う
心
が
け
、
こ
れ

か
ら
も
作
成
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
和
田
哲
）

前
号
115
号
を
次
の
通
り
訂
正
し

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

「
①
農
業
の
振
興
政
」
を

「
①
農
業
の
振
興
政
策●

」
に

２
段
目
の
４
行
目
「
農
地

改
革
」
を
｢農
地
政●

策●

｣に

10
Ｐ

18
Ｐ

お
詫
び
と
訂
正



小
中
学
校
の
建
設
予
定
地
が
総
合
教
育
会
議
で
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
こ
の
決
定
に
対
し
て
市
民

か
ら
の
声
も
議
会

に
届
い
て
お
り
ま

す
。
議
会
で
は
用

地
調
査
等
の
予
算

は
可
決
し
て
い
ま

す
が
、
こ
う
し
た

市
民
の
声
に
応
え

る
た
め
、特
集
｢７

〜
８
ha
の
こ
れ
か

ら
」
を
組
み
ま
し

た
。

よりよい小中学校の
建設のために

～建設予定地は決まった～

❷❷❸❸ 令和５年１月15日発行・116号令和５年１月15日発行・116号 116号・令和５年１月15日発行116号・令和５年１月15日発行

調
査
は
こ
れ
か
ら

評価項目 評価項目の内容 候補地評点
１ ２ ３ ４ ５

教
育
環
境
・
生
活
環
境

Ⅰ．校地環境の評価 15.6 14.0 15.8 14.8 18.0
１．自然災害 ① 洪水、雪崩、地滑り、土砂崩れ等の自然災害に対し安全 4.8 5.0 5.0 5.0 5.0

２．地質 ② 地質及び地盤が良好で、危険な埋設物や汚染、地震や陥
没のない土壌 3.5 2.0 3.5 3.0 3.5

３．地形 ③ 危険な高低差や深い川などがない安全な地形で、大規模
な造成のない必要がない 2.5 2.0 2.5 2.3 4.5

４．環境景観 ④ 日照､空気､見晴らし､景観、排水の便等が良好 4.8 5.0 4.8 4.5 5.0
Ⅱ．周辺環境の評価 25.5 24.0 23.6 27.9 29.3

１．周辺環境 ⑤ 頻繫に車が出入りする施設がない 3.5 3.5 3.5 4.0 5.0
⑥ 騒音、振動、臭気等を発生する施設がない 3.0 3.0 2.3 5.0 3.8

２．公共施設 ⑦ 社会教育施設、社会体育施設と連携しやすい 1.5 1.5 1.5 3.3 4.5

３．生活基盤整備 ⑧ 主要道路との接続性が良い 5.0 4.5 4.5 2.0 4.0
⑨ 電力、通信、上水道、下水道の整備 2.5 2.0 2.0 4.8 3.5

４．教育環境
⑩ 風俗営業、性風俗関連特殊営業の営業所等、教育上ふさ

わしくない施設がない 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0

⑪ 学校建設が周辺施設への迷惑にならない 5.0 4.5 4.8 3.8 3.5

ア
ク
セ
ス

Ⅲ．通学環境の評価 15.0 18.2 18.4 20.0 24.9

１．徒歩通学

⑫ 歩道、横断歩道、信号機、街路灯等の安全施設の整備状
況、冬期間の歩道を確保できる 1.8 2.8 2.8 3.0 4.0

⑬ 児童生徒数が多い地域から近く、徒歩通学距離が短い 1.8 3.0 3.0 4.0 4.8
⑭ 空き家、水路、死角が多い所、人通りが少ない所、熊が

出没する所を避けられる 1.8 2.3 2.3 3.0 4.8

⑮ 暴風雨、地吹雪の発生が少ない 1.3 2.3 2.5 4.5 3.8
２．スクールバス

通学
⑯ 各地区からの乗車時間とアクセス環境が良い 4.8 4.5 4.5 4.0 3.0
⑰ 一定幅以上の道路に接し渋滞の原因とならない 3.5 3.3 3.3 1.5 4.5

ま
ち
づ
く
り

Ⅳ．まちづくりの観点からの評価 6.3 6.6 6.3 10.8 14.3

１．まちづくり

⑱ これまでの定住・移住策として進めてきた宅地造成や公
共施設の集約化を継続させ、市の主要施設から近く魅力
ある市街地環境づくりが期待できる

1.8 1.8 1.8 2.8 5.0

⑲ 都市計画マスタープラン並びに立地適正化計画が目指す、
都市機能の集約化、効率化を図り、生活利便性の高い、
コンパクトな都市構造の実現に結びつく

1.5 1.8 1.5 3.5 4.8

⑳ 地域住民の徒歩及び車の利便性が高い 3.0 3.0 3.0 4.5 4.5
総 合 評 点 62.4 62.8 64.1 73.5 86.5
順 位 5 4 3 2 1

〈建設候補地の比較評価表〉
アドバイザー３名と事務局の４者で評価した評価表をもとに、候補地⑤を検討委員会で最適地として選定し、
教育委員会に提言書を提出。

▲詳しくはこちらより
「小中学校建設検討
委員会」議事録(尾
花沢市HPより）

候補地をどう評価したか

※写真は(株)成和技術様より提供いただきました。

尾花沢市農産加工(有)

(株)成和技術

花
笠
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン



昔
、
亜
炭
鉱
が
あ
っ
た
場
所
が

候
補
地
⑤
に
な
る
が
、
陥
没
は

し
な
い
の
か
。

建
設
予
定
地
の
地
質
調
査
を
し

っ
か
り
行
い
、
安
全
な
工
法
で

建
設
し
て
い
く
。

社
会
教
育
・
社
会
体
育
施
設
と

連
携
し
や
す
い
場
所
か
。

候
補
地
⑤
は
、
北
西
約
300
ｍ
に

悠
美
館
・
え
ほ
ん
の
杜
・
サ
ル

❺❺ 令和５年１月15日発行・116号令和５年１月15日発行・116号 ❹❹116号・令和５年１月15日発行116号・令和５年１月15日発行

Ｑ
１

評価点 候補地 距離 時間

4.8 ① 6.4㎞ 12.9分

4.5 ② 6.6㎞ 13.1分

4.5 ③ 6.6㎞ 13.1分

4.0 ④ 6.7㎞ 13.3分

3.0 ⑤ 7.2㎞ 14.4分

〈参考：距離と時間の比較〉
※｢時速30㎞｣として計算

〈参考：児童数〉 ※調査時
福原地区 74人
宮沢地区 34人
玉野地区 56人
常盤地区 25人

評価点 候補地 距離 時間

1.8 ① 1.8㎞ 27.3分

3.0 ② 1.6㎞ 24.7分

3.0 ③ 1.6㎞ 24.7分

4.0 ④ 1.3㎞ 20.6分

4.8 ⑤ 1.2㎞ 18.0分

〈参考：距離と時間の比較〉
※｢分速64m＝時速3.8㎞｣として試算

〈参考：児童数〉
※令和９年開校時
梺町周辺 43人
北町周辺 14人
新町周辺 112人
荒楯周辺 12人
上町周辺 71人
朧気周辺 ５人

小
中
学
校
建
設
予
定
地
が
決
定
さ
れ
た

経
緯
は

■
Ｒ
２
年
度

・
建
設
の
面
積
が
７
〜
８
ha
確
保
で
き

る
５
ヶ
所
を
抽
出

■
Ｒ
３
年
度

・
候
補
地
ご
と
に
周
辺
環
境
調
査
な
ど

を
実
施

■
Ｒ
４
年
度

・
５
月
、「
尾
花
沢
市
小
中
学
校
建
設

検
討
委
員
会
」
を
設
置

こ
れ
ま
で
の
経
緯

・
３
つ
の
視
点
（
教
育
・
生
活
環
境
、

ア
ク
セ
ス
、
ま
ち
づ
く
り
）
で
比
較

検
討
を
行
う

・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
３
名
、
委
員
会
事
務

局
の
計
４
者
の
評
価
表
を
検
討
委
員

会
で
検
討
し
候
補
地
⑤
を
選
定

・
９
月
、
10
月
、
総
務
文
教
常
任
委
員

会
に
報
告

・
10
月
、総
合
教
育
会
議
で
｢候
補
地
⑤
｣

を
小
中
学
校
の
建
設
予
定
地
に
決
定

・
11
月
、
地
権
者
に
統
合
小
学
校
建
設

事
業
説
明
会
を
行
う

総
務
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
９
月

６
日
、
10
月
３
日
、
31
日
に
教
育
委
員

会
か
ら
、
建
設
予
定
地
の
決
定
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
、
疑
問
点
な
ど
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
Ｑ
＆
Ａ
の

形
で
お
伝
え
し
ま
す
。
本
議
会
で
の
議

論
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Ａ
１

Ｑ
２

Ａ
２

ナ
ー
ト
が
あ
り
、
北
東
約
500
ｍ

に
尾
花
沢
市
総
合
運
動
公
園
が

あ
る
た
め
、
評
価
点
が
１
番
高

い
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
に
と
っ
て
、

ア
ク
セ
ス
環
境
お
よ
び
乗
車
時

間
が
短
い
候
補
地
は
ど
こ
か
。

候
補
地
①
が
、
各
地
区
公
民
館

か
ら
の
距
離
と
乗
車
時
間
が
も

っ
と
も
短
い
。（
最
大
差
1.5
分
）

Ｑ
３

Ａ
３

本
町
地
区
の
児
童
に
と
っ
て
、

徒
歩
通
学
距
離
が
短
い
候
補
地

は
ど
こ
か
。

候
補
地
⑤
が
、
徒
歩
通
学
距
離

の
平
均
が
も
っ
と
も
短
い
。

(最
大
差
0.6
㎞
）

Ｑ
４

Ａ
４

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
立

地
適
正
化
計
画
の
ま
ち
づ
く
り

に
適
し
た
候
補
地
は
ど
こ
か
。

生
活
利
便
性
の
高
い
、
コ
ン
パ

ク
ト
な
都
市
構
造
の
実
現
に
結

び
つ
き
や
す
い
候
補
地
⑤
が
適

し
て
い
る
。

Ｑ
５

Ａ
５

これからのスケジュール
内容 令和

４年度
令和
５年度

令和
６年度

令和
７年度

令和
８年度

令和
９年度

小中学校基本構想･
小学校基本計画

地形・用地測量・
地質調査

用地交渉･取得

基本設計･実施設計

都市計画用途見直し

農振除外･農地転用

造成設計

開発許可

造成工事

建設工事

外構工事

供用開始

▶

▶
▶
▶

▶

▶

▶

▶
▶

▶

えほんの杜

第２次尾花沢市都市計画マスタープランと立地適正化計画より

▶

▶
周
囲
の
臭
い
や
騒
音
な
ど
、
環

境
面
を
考
慮
し
て
ほ
し
い
。

要
望



定例会定例会
て い れ い か い

令
和
４
年
12
月
定
例
会
が
、
11
月
30
日
か
ら
12
月
８
日
ま
で
９
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
、
特
別
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
・
設
定
・
廃
止
、
各
種
指
定
管
理
者
の
指

定
な
ど
17
議
案
、
教
育
委
員
の
人
事
案
件
１
件
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

12 月12 月

20222022

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

補正予算の一覧
一般会計予算 4億7,533万円

特
別
会
計

国民健康保険 1億7,575万円
中央診療所 ▲10万円
簡易水道 1,481万円
農業集落排水事業 164万円
介護保険 20万円
後期高齢者医療保険 1,317万円

❻❼ 令和５年１月15日発行・116号 116号・令和５年１月15日発行

公共保育所Wi－Fi環境整備事業

原油・物価高騰支援 全会一致で可決原油・物価高騰支援 全会一致で可決原油・物価高騰支援 全会一致で可決
４億7,533万円を追加４億7,533万円を追加４億7,533万円を追加一般会計補正予算一般会計補正予算一般会計補正予算

地域子育て等拠点施設「ABESA」が入居していた民間施設が、
令和4年11月末に閉館。これに伴って、こどもセンター等に関する
条例が廃止されました。(議第70号)
尾花沢市が掲げる目標の1つ、子育て支援拠点の機能強化を今後

どうしていくか、本格的な議論が求められています。

施設名 受託者(指定管理者) 指定年数 募集方式

尾花沢市中心商店街
活性化センター 尾花沢市商店街協同組合 5年 非公募

尾花沢市共同福祉施設 尾花沢市商工会 5年 非公募

尾花沢市徳良湖周辺施設等

㈱尾花沢市
ふるさと振興公社 3年 非公募尾花沢市花笠高原周辺施設

尾花沢市徳良湖温泉
｢花笠の湯」

指定管理者が決まりました(Ｒ５年４月～） 議第71号～76号

6,765万円

配合飼料価格高騰対策
支援事業費補助金(第3弾)

県の令和４年度山形県飼料価格高騰対策支援事業
助成金の上乗せとして畜産経営者コスト増を緩和
し畜産物の生産力を維持するための補助金。

ふるさと納税の申請件数増加に伴い返礼品に関わ
る経費を増額補正するもの。

「雪とスイカと花笠のまち
ふるさと尾花沢応援基金」
寄附者記念品代

7,600万円

公立保育所における事業のICT化を推進すること
により新型コロナウイルス対策に伴う職員の事務
負担軽減と利用者の利便性を図るもの。

425万円

新型コロナウイルス感染症対応支援金
長引く新型コロナウイルス感染症の影響により売
り上げ減少が続いている「徳良湖温泉花笠の湯」
を事業継続に向け支援する。

786万円



③
令
和
４
年
10
月
の
産
業
厚
生

常
任
委
員
会
で
説
明
し
て
、

指
定
の
準
備
を
し
て
き
た
。

鈴
木
由
美
子

徳
良
湖
温
泉
「
花
笠
の

湯
」
の
赤
字
が
株
式
会

社
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
の
経
営

を
圧
迫
し
て
い
る
。
燃
料
費
等

の
高
騰
も
予
想
さ
れ
、
公
社
の

努
力
だ
け
で
は
限
界
で
は
な
い

か
。
市
と
し
て
黒
字
転
換
へ
の

具
体
的
な
道
筋
を
示
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

市
と
公
社
が
一
体
と
な

っ
て
、
ど
の
よ
う
に
改

善
し
て
い
け
る
の
か
、
ま
た
こ

れ
か
ら
も
指
定
管
理
を
続
け
ら

れ
る
の
か
議
論
し
て
い
き
た
い
。

徳
良
湖
温
泉
｢花
笠

の
湯
｣の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

議
第
75
号

問答

鈴
木
裕
雅公

社
と
議
員
間
で
任
意

の
勉
強
会
を
し
た
。
公

社
の
「
経
営
改
善
計
画
」
を
議

会
に
示
し
て
も
ら
っ
て
か
ら
議

論
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

市
民
の
憩
い
の
場
で
も

あ
る
た
め
、
継
続
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。「
経
営
改

善
計
画
」
は
、
年
度
内
を
目
標

に
作
成
し
た
い
と
報
告
を
受
け

て
い
る
。

和
田
哲や

は
り
公
募
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
指

定
期
間
を
３
年
に
し
た
理
由

は
。

前
回
も
令
和
２
年
度
か

ら
３
年
間
指
定
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
適
切
な
評
価
が
で

き
な
か
っ
た
た
め
、
非
公
募
と

し
た
。

問答

中
止
と
な
っ
た
｢絆
｣駅

伝
に
代
わ
る
も
の
を
何

か
考
え
て
い
る
の
か
。

令
和
５
年
度
に
新
た
な

大
会
を
開
催
す
る
た
め

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
。

予
備
費
の
補
正
は
何
の

た
め
か
。

今
後
の
降
雪
の
除
排
雪

に
対
応
す
る
た
め
。

和
田
哲①

活
動
の
実
績
を
考
慮

し
て
決
定
し
た
い
と
あ

っ
た
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

②
指
定
管
理
の
期
間
を
３
年
と

し
た
理
由
は
何
か
。

③
こ
れ
ま
で
、
公
募
に
向
け
て

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
き

た
か
。①

こ
の
３
年
間
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
も
、
実
績

は
上
が
っ
て
い
る
と
判
断
し
た
。

②
指
定
管
理
の
評
価
期
間
を
短

く
し
て
、
評
価
を
し
た
い
。

問

答
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各議案の
賛否状況

菅
野

修
一

星
川

薫

安
井

一
義

菅
野

喜
昭

大
類

好
彦

小
関

英
子

伊
藤

浩

鈴
木

裕
雅

鈴
木

清

和
田

哲

奥
山

格

鈴
木
由
美
子

塩
原
未
知
子

青
野

隆
一

議第74号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 欠
議第75号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × × × 欠
議第76号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 欠

○：賛成 ×：反対 ／：議長 欠：欠席

肥料価格が高騰を続ける中、農業経営者のコスト増を緩和し、農産物の生産力を維持するため、化学肥
料の２割低減の取り組みを行う農業経営者を対象として補助金を交付するもの。

臨時会臨時会
10 月10 月 肥料・配合飼料

価格高騰による
農業経営者支援

肥料価格高騰対策支援事業3,350万円

10月31日

星
川
薫子

育
て
支
援
対
策
費
の

備
品
購
入
費
の
財
源
は

何
か
。

ふ
る
さ
と
尾
花
沢
応
援

基
金
の
で
対
応
。

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
改

修
に
お
い
て
緊
急
防
災

・
減
災
事
業
債
を
活
用
し
た
が
、

備
品
購
入
事
業
で
充
当
で
き
る

補
助
事
業
は
な
い
の
か
。

国
の
補
助
事
業
が
な
い

場
合
、
市
と
し
て
今
後

の
補
助
事
業
の
整
備
に
つ
い
て

見
解
を
。財

源
確
保
は
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。
歳
出
の
見

直
し
や
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
を

考
え
て
い
る
。

鈴
木
由
美
子

｢書
か
な
い
窓
口
｣は
い

つ
ご
ろ
か
ら
運
用
予
定
か
。

令
和
５
年
２
月
か
ら
国

の
指
針
に
そ
っ
て
運
用

し
て
い
く
。

徳
良
湖
周
辺
施
設
等

の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

問答

一般会計補正予算(第７号)

配合飼料価格が高騰を続ける中、畜産経営者のコスト増を緩和し、畜産物の生産力を維持するため、畜
産経営者を対象として補助金を交付するもの。

配合飼料価格高騰対策支援事業(第二弾)1,975万円

一般農家にも支援すべきではないか。本市は和牛生産地でもあり、
化学肥料からの脱却のため堆肥などの有機肥料の活用を推進して

いくべきと考える。 （菅野 修一)
農家全般にという思いは同じではあるが、肥料の原材料の多くを
輸入に頼っているため、国内生産も滞っている。農家や事務の混

乱を避けるため、国・県と同様の対象者の支援とした。

問

答

12月定例会における議案の審議

議
第
74
号

一
般
会
計
補
正
予
算

議
第
61
号

問

答

花
笠
高
原
施
設
等
の

指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

議
第
76
号

青
野
議
長
欠
席
の
た
め

塩
原
副
議
長
代
行

問答問答問答

問問 答答

長期化する新型コロナウイルス感染症の影響や、昨今の原油価格や物価高騰など、多重に影響を受けて
いるタクシー、バス、一般貨物運送等の運輸関連事業者が、「地域の公共交通」及び「生活を支える物資
輸送」の運営維持ができるように支援するもの。

運送関連事業者等支援金300万円

市内のトラック業者やバス・タクシー業者等が、県がすでに実施している支援給付金に、
上乗せで受給するための申請要件を改めて確認したい。あわせて、市の周知方法について

も伺う。 （和田 哲)
県が実施する「運送事業者原油価格高騰支援給付金」または「地域公共交通事業者原油高
騰等支援金」の支給要件に該当することが支給要件となる。市では、これを独自に支援す

る内容だ。
周知については、関係する市内事業者の車両登録台数を事前に把握し、市民税務課とも連携しな
がらピンポイントにお知らせする。

問

答

補
助
事
業
は
な
か
っ
た
。
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令
和
４
年
10
月
17
日
に
定
例
会
を
村
山
市
議
会
場
に
て
開
催
し
、
令
和
３
年

度
北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
（
歳
入
決
算

額
９
千
914
万
円
、
歳
出
決
算
額
８
千
814
万
円
）
つ
い
て
の
１
議
案
を
可
決
し
た
。

ま
た
、
12
月
21
日
に
臨
時
会
を
開
催
し
、
令
和
４
年
度
北
村
山
広
域
行
政
事

務
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
の
２
議
案

を
可
決
し
た
後
、
北
村
山
教
育
賞
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
北
村
山
教
育
賞
に
武

田
莉
奈
さ
ん
（
仙
台
育
英
学
園

高
等
学
校
３
年
）、
北
村
山
教

育
奨
励
賞
に
尾
花
沢
中
学
校

芸
術
部
、
小
林
聡
太
朗
さ
ん

（
聖
光
学
院
高
等
学
校
３
年
）、

高
橋
亜
珠
さ
ん
（
山
形
市
立
商

業
高
等
学
校
３
年
）、
鈴
木
竣

介
さ
ん
（
近
畿
大
学
１
年
）
が

受
賞
し
た
。

10
月
28
日
、
組
合
議
場
に
て
10
月
定
例
会

を
開
催
し
、
令
和
３
年
度
組
合
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
ほ
か
、
決
算
認
定
議
案

４
案
件
、
剰
余
金
の
処
分
議
案
２
案
件
、
お

よ
び
令
和
４
年
度
補
正
予
算
２
案
件
に
つ
い

て
、
慎
重
な
審
議
を
経
て
、
全
議
案
を
可
決

し
た
。

広域組合議会の報告広域組合議会の報告広域組合議会の報告

令
和
４
年
12
月
26
日
に
第

３
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、

条
例
４
議
案
と
３
市
１
町
負

担
金
の
補
正
予
算
２
議
案
を

可
決
し
た
。

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
病

床
数
対
応
分
で
休
床
の
緩
和

措
置
の
継
続
等
は
あ
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
入
院
患
者
数
の

減
少
な
ど
収
益
減
少
で
繰
出

基
準
額
の
変
動
に
伴
う
も
の

で
あ
る
。

第
８
波
が
到
来
す
る
な
か

で
、
変
異
株
の
発
生
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
発
生

も
懸
念
さ
れ
る
が
、
住
民
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
医
療
提
供
に

努
め
て
い
く
。

北
村
山
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

北
村
山
公
立
病
院

組
合
議
会

歳入決算額 歳出決算額

一 般 会 計 7億1,910万円 7億1,910万円

水 道 会 計 4億6,911万円 3億8,183万円

公 共 下 水 道 会 計 3億9,652万円 3億7,779万円

尾花沢市特環(銀山)
公共下水道事業会計 7,165万円 7,364万円

尾花沢市特環(田沢)
公共下水道事業会計 4,862万円 4,586万円

尾
花
沢
市
大
石
田
町
環
境

衛
生
事
業
組
合
議
会

鶴子地区地域づくり鶴子地区地域づくり
ワークショップワークショップ

令和２年秋から２回にわたり、現場を視察しながらのワーク
ショップの締めくくりとして、思い出の館（旧鶴子小学校）に

追跡
レポート

て地域づくりの振り返りと話し合いをし
てきました。３回目の令和４年12月18日
(日)は、山形県農村づくりプロデューサ
ー高橋信博さんのミニ講演会で県内外の
事例を聞きながら、すぐできる事、２～
３年でできる事、じっくり時間をかけて
地域でやって行きたい事など、鶴子地区
で実現可能な「元気な夢プラン」を話合
いました。

工房のさん

尾花沢にきて、15年も経つんだなぁ。東
京の仕事を離れて、工人の暮らしができる処
を探していた。いくつかの候補の中から…下
見に来たら空が広くて…なんとなく、此処モ
ノづくりに良さそうかなぁ。
そして、暮らしてみるといるじゃないです

か。あるじゃないですか。素敵な方々、物、
文化…
今でも聞かれる「おばねのどこがいい

の？」一言で云えば「田舎すぎない田舎」か
な。暮らしの文化水準は都会とかわらないし、
むしろ素直な豊かさ多いかな。それからおば
ねは「東北のへそ」なんだ。東京と青森ほぼ
同じ距離。酒田・鶴岡・松島・仙台青葉区は
ほぼ90分。横手焼きそば・喜多方ラーメ

(鶴子257-1)TEL 0237-48-7756
Garastu E Cucina(スタジオ・カフェテリア・ギャラリー)

ン・白石温麺もほぼ同じ距離。どこでも行ける便利な位置取りで、
とってもお得！たくさん走った！そして見比べてしまう。どっちが
イイって…。そして「雪」。国土の３割は豪雪地帯らしいから…此
処だけの話でないんじゃないかな。備えと技術があるから不安なし。
除雪の腕は日本一！でも冬の間、頑張らないといけないけどね。今
までたくさんの方にお世話になりました。そしてこれからも、ごや
っかいおかけすると思いますが、どうかよろしくお願いします。昨
春、鶴子に引っ越しました。鶴子に、色んな方々がたくさん来てほ
しいなぁ。

榎本
えのもと

良夫
のりお

さん・美
み

佐
さ

子
こ

さん(出身 東京都)

カフェテリアCucina(クチーナ)

山形県女子駅伝北村山チーム２連覇‼

北村山教育賞・教育奨励賞受賞式
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行政調査レポート行政調査レポートよく見て よく聞き よく考える

画期的な図書館と移住定住への取り組み!

ニーズに寄り添う積極的な取り組みから学ぶ！ニーズに寄り添う積極的な取り組みから学ぶ！

10月24日～26日

総務文教
常任委員会

佐
賀
県
武
雄
市

図
書
館
の
運
営
状
況

市
図
書
館
と
、
こ
ど
も

図
書
館
が
併
設
。
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
に
よ
り
、
指
定
管

理
者
制
度
Ｃ
Ｃ
Ｃ
（
カ
ル

チ
ャ
ー
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
・
ク
ラ
ブ
)で
蔦
屋
書

店
が
主
体
で
運
営
。
本
の

販
売
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
も
テ
ナ

ン
ト
併
設
。
年
間
１
５
０

０
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
運
営
。

福
岡
県
筑
後
市

移
住
定
住
の
サ
ポ
ー
ト

本
市
同
様
の
事
業
が
ほ

と
ん
ど
、
新
婚
世
帯
や
技

能
実
習
生
の
転
入
に
よ
り

人
口
は
増
加
。
一
般
財
源

を
な
る
べ
く
使
わ
な
い
取

り
組
み
や
、
効
果
の
薄
い

事
業
は
整
理
す
る
工
夫
。

出
会
い
の
創
出
や
都
市
部

に
PR
し
、
移
住
定
住
を
サ

ポ
ー
ト
。

福
岡
県
豊
前
市

定
住
促
進
の
取
り
組
み

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は

16
名
。
空
き
家
バ
ン
ク
専

任
職
員
を
採
用
。
特
定
空

き
家
や
管
理
不
全
空
き
家

を
増
や
さ
な
い
取
り
組
み

と
し
て
、
空
き
家
除
却
後

の
固
定
資
産
税
減
免
措
置

が
取
ら
れ
て
い
る
。

今
後
の
委
員
会
と
し
て

利
点
や
課
題
を
整
理
し
、

移
住
定
住
促
進
や
地
域
づ

く
り
の
あ
り
方
を
具
体
的

に
摸
索
す
る
べ
き
で
あ
る

と
感
じ
た
。

佐賀県 武雄市
福岡県 筑後市

豊前市

街の再生・復活で活力を取り戻す!

８月３日～５日

産業厚生
常任委員会

南
三
陸
さ
ん
さ
ん
商
店
街

南
三
陸
町
は
地
域
再
生

の
た
め
、
南
三
陸
学
び
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
震
災
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
全
国
展

開
し
、
全
国
の
漁
港
復
興

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
地
域
住

民
参
加
型
に
取
り
組
む
。

(株
)か
ま
い
し
Ｄ
Ｍ
Ｃ

２
０
１
８
年
４
月
設
立
、

２
０
２
１
年
６
月
釜
石
市

へ
出
資
金
を
返
還
す
る
。

釜
石
の
地
域
全
体
を

｢屋
根
の
な
い
博
物
館
｣と

し
て
、
地
域
の
生
活
や
仕

事
を
紹
介
す
る
体
験
型
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
開
発
す
る
。

観
光
客
は
地
元
の
生
活
様

式
を
知
り
地
元
の
人
達
は

魅
力
的
な
技
術
や
経
験
に

誇
り
を
持
ち
、
訪
問
者
を

受
け
入
れ
る
事
で
歴
史
や

伝
統
文
化
を
次
世
代
に
継

承
。

た
い
ゆ
う
緑
花
園

休
耕
田
の
有
効
活
用
を

図
り
、
景
観
形
成
モ
デ
ル

事
業
で
点
在
し
て
い
た
畑

の
団
地
化
に
取
り
組
む
。

食
と
農
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
事
業

旧
大
雄
中
学
校
を
活
用

し
た
横
手
市
園
芸
拠
点
セ

ン
タ
ー
で
、
６
次
産
業
化

で
農
家
や
加
工
販
売
の
支

援
、
平
成
28
年
よ
こ
て
農

業
創
生
大
学
を
開
校
し
、

次
世
代
の
人
材
育
成
に
取

り
組
む
。

宮城県 南三陸町
岩手県 釜石市
秋田県 横手市

横手市たいゆう緑花園DMOかまいし

議会基本条例とデモテックの先進視察!
※デモグラシー(民主主義)×テクノロジー(技術)＝デモテック

10月18日～19日

議会運営
委員会

議
会
基
本
条
例
に
よ
る
市

民
参
加
型
政
策
サ
イ
ク
ル

会
津
若
松
市
で
は
、
市

長
と
議
会
は
二
元
代
表
制

で
あ
る
が
、
議
会
は
市
民

の
声
を
聴
き
、
市
民
の
意

見
を
議
会
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
市
長
と

対
等
に
な
る
、
と
の
認
識

の
下
、
市
民
と
の
意
見
交

換
会
を
行
い
、
市
民
か
ら

出
た
多
く
の
意
見
課
題
に

つ
い
て
、
そ
れ
を
政
策
と

し
て
検
討
し
て
い
く
た
め

に
、
議
員
間
討
議
を
し
、

政
策
討
論
会
も
行
っ
て
い

る
。

デ
モ
テ
ッ
ク
の
取
り
組
み

取
手
市
議
会
で
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
委
員
会
を
開
催

し
て
い
る
。
ま
た
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
議
案
説
明
を

事
前
に
行
っ
て
い
る
。
現

地
調
査
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で

行
な
い
、
市
民
や
医
療
従

事
者
と
の
意
見
交
換
会
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
て

い
る
。
ま
た
最
終
的
に
は

本
会
議
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
を
認
め
て
も
ら
う
よ

う
に
国
に
働
き
か
け
た
い

と
い
う
。
ま
た
予
算
書
や

決
算
書
ま
で
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
掲
載
し
て
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
を
し
て
い
る
。
２
市

と
も
本
市
に
お
い
て
参
考

に
す
べ
き
と
考
え
る
。

福島県 会津若松市
茨城県 取手市

興味関心の湧く議会だよりへ

10月11日～12日

議会だより
委員会

秋
田
県
横
手
市

・
議
会
だ
よ
り
「
あ
な
た

と
市
議
会
」
の
編
集

・
横
手
か
ま
く
ら
FM
に
よ

る
「
も
っ
と
教
え
て
！

横
手
市
議
会
」
放
送

・
市
民
と
の
意
見
交
換
会

岩
手
県
雫
石
町

・「
し
ず
く
い
し
議
会
だ

よ
り
」
の
編
集

(全
国
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
表
紙
デ
ザ
イ
ン
部
門

金
賞
受
賞
)

親
し
み
や
す
い
紙
面
の

工
夫
、
特
集
企
画
の
作
り

方
、
写
真
と
キ
ャ
プ
シ
ョ

ン
の
使
い
方
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。

FM
放
送
・
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
な

ど
今
後
の
課
題
が
分
か
り

ま
し
た
。

秋田県 横手市
岩手県 雫石町

武雄市こども図書館武雄市こども図書館取手市議場にて取手市議場にて



市
は
｢間
口
除
雪
｣を
推
進
し
て

い
る
の
で
、
県
道
の
管
理
を
し

て
い
る
県
も
同
様
の
対
策
が
必
要
だ
。

市
民
に
と
っ
て
市
道
、
県
道
の
区
別
は

な
い
。「
間
口
除
雪
」
は
出
来
て
い
る

の
か
。
県
と
ど
の
よ
う
に
連
携
し
て
い

る
の
か
。
特
に
本
町
地
区
の
間
口
除
雪

の
精
度
向
上
や
排
雪
費
軽
減
の
た
め
、

で
き
る
範
囲
で
市
が
空
き
家
、
空
き
地

の
購
入
、
借
用
し
て
今
以
上
の
雪
置
き

場
を
確
保
す
べ
き
で
は
。

市
道
の
よ
う
に
沿
線
の
す
べ
て

の
家
屋
の
｢間
口
除
雪
｣は
難
し

い
。
そ
の
た
め
、
引
き
続
き
県
へ
の
重

要
要
望
事
業
と
し
て
い
く
。
雪
置
き
場

を
市
で
確
保
す
る
こ
と
は
モ
ラ
ル
ハ
ザ

ー
ド
な
ど
、
複
数
の
課
題
が
あ
る
。

令
和
７
年
か
ら
12
年
の
間
に
、

大
規
模
事
業
が
目
白
押
し
で
あ

る
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
何
を
第

菅
野
修
一

① ふるさと納税額20億円へのプロセス
はいかに

② 地域おこし、地域づくりの人材確保

菅
野
喜
昭

① ｢地域マネージャー｣制度を活用した
防災監等への退職自衛官の雇用

② 生活排水等の処理
③ 徳良湖湖畔のキャンプ場の拡張
④ 災害発生時の温泉施設の無料開放

鈴
木

清

１ 通園バスの安全装置を早急に

② 保育園はどのような体制になるのか

③ 特別養護老人ホームの待機者

奥
山

格

① 病児・病後児保育
② 尾花沢口待合所
３ 東北中央自動車道の東根・村山間の開通
４ 小中学校の隣接される構想
５ 最近続いた豪雨災害の復旧状況と今後
の対策

鈴
木
由
美
子

① 間口除雪と今後の除雪体制
② 財政計画のシミュレーション
③ 尾花沢市のＩＣＴ教育が目指すものと
は何か

和
田

哲

① 尾花沢市空き公共施設解体計画の現状
と今後

２ 徳良湖周辺施設整備の進捗状況および
課題と判断

小
関
英
子

① 米の消費拡大
② 道の駅観光・防災機能
３ 中学校の制服
４ 女性にやさしい町づくり

大
類
好
彦

① これからの財政

② 尾花沢まつり

③ 除雪等

◯囲み数字が掲載
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一般質問一般質問

一
優
先
と
考
え
て
い
く
の
か
。

全
て
必
要
な
事
業
。
実
質
公
債

費
比
率
18
％
を
超
え
な
い
よ
う
、

様
々
な
事
業
を
取
捨
選
択
し
な
が
ら
、

定
め
ら
れ
た
計
画
開
始
年
度
に
予
算
化

で
き
る
よ
う
に
努
め
る
。

市
報
の
市
長
コ
ラ
ム
で
、
デ
ジ

タ
ル
人
材
育
成
に
つ
い
て
述
べ

て
お
ら
れ
た
。
ど
の
よ
う
に
市
で
支
援

し
て
い
く
の
か
。

将
来
国
内
外
問
わ
ず
、
社
会
で

活
躍
で
き
る
よ
う
に
、
学
べ
る

環
境
を
準
備
し
て
い
く
。

Ｑ

鈴
木
由
美
子
議
員

す
ず
き

ゆ
み
こ

間
口
除
雪
と
今
後
の
除
雪
体
制
と
は

間
口
除
雪
と
今
後
の
除
雪
体
制
と
は

目で見て体感できるプ
ログラミング学習教材

答

県
道
の
間
口
除
雪
を
要
望
し
て
い
く

Ａ問答財
政
計
画
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

問

尾
花
沢
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

が
目
指
す
も
の
と
は
何
か

問答

昨
今
の
原
油
・
物
価
高
騰
に
よ

る
本
計
画
へ
の
影
響
は
、
不
可

避
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
だ
。
将

来
に
向
け
た
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

の
た
め
、
今
後
の
解
体
費
用
に
係
る
財

政
計
画
の
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

計
画
策
定
時
か
ら
こ
れ
ま
で
の

間
、
資
材
や
労
務
単
価
な
ど
が

高
騰
し
続
け
、
計
画
と
実
績
に
乖
離
が

生
じ
て
い
る
の
も
事
実
だ
。
解
体
費
用

の
見
直
し
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
議
論

を
進
め
て
い
き
た
い
。

こ
の
計
画
は
、
公
共
施
設
な
ど

を
整
備
す
る
た
め
の
基
金
を
取

り
崩
す
。
そ
の
た
め
、
解
体
順
序
の
決

定
は
、
財
政
面
か
ら
し
て
も
重
要
だ
。

残
り
の
対
象
施
設
の
優
先
順
位
は
ど
う

決
定
し
て
い
く
考
え
か
。

対
象
施
設
は
残
り
５
施
設
と
な

っ
て
お
り
、
今
後
と
も
近
隣
住

民
の
安
全
確
保
や
景
観
保
全
の
た
め
に

計
画
に
沿
っ
て
決
定
し
て
い
く
。
し
か

し
、
旧
尾
花
沢
地
区
公
民
館
お
よ
び
旧

市
民
会
館
に
つ
い
て
は
、
旧
警
察
署
跡

地
の
利
活
用
を
図
る
北
町
地
区
の
再
整

備
計
画
を
進
め
て
い
く
中
で
、
そ
の
解

体
年
度
を
明
確
に
し
た
い
。

旧
市
民
会
館
は
築
59
年
が
経
過

し
て
お
り
、
解
体
対
象
施
設
の

中
で
は
最
も
古
い
建
築
物
だ
。
地
域
の

安
心
安
全
を
確
保
し
、
将
来
に
向
け
た

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
の
た
め
に
も
、

空
き
公
共
施
設
お
よ
び
北
町
再
整
備
の

両
計
画
を
確
実
に
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

北
町
地
区
の
再
整
備
計
画
に
つ

い
て
も
、
丁
寧
に
話
し
合
い
を

進
め
、
空
き
公
共
施
設
解
体
計
画
に
反

映
さ
せ
た
い
。

Ｑ

和
田

哲
議
員

わ
だ

さ
と
し

計
画
へ
打
撃

解
体
費
用
へ
の
影
響
は
い
か
に

計
画
へ
打
撃

解
体
費
用
へ
の
影
響
は
い
か
に

答

計
画
と
実
績
は
乖
離
か
い
り

し
て
い
る

議
論
を
進
め
た
い

Ａ問答 空
き
公
共
施
設
の
解
体
計
画

問

問答



一般質問一般質問
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Ｊ
Ｒ
芦
沢
駅
に
設
置
し
て
い
る

ス
タ
ン
プ
活
用
と
道
の
駅
の
連

携
を
図
る
考
え
は
あ
る
か
。

芦
沢
駅
に
は
、
平
成
30
年
に
利

用
促
進
と
観
光
誘
客
を
目
的
に
、

２
つ
の
ス
タ
ン
プ
を
重
ね
る
と
１
つ
の

絵
が
完
成
す
る
ス
タ
ン
プ
を
設
置
し
て

い
る
。
希
少
価
値
を
売
り
に
し
て
い
る
。

芦
沢
駅
に
道
の
駅
へ
の
誘
導
サ
イ
ン
の

設
置
な
ど
工
夫
し
て
い
く
。

防
災
機
能
強
化
と
訓
練
を
ど
う

図
る
か
。

災
害
用
蓄
電
池
や
自
家
用
発
電

機
、
防
災
ト
イ
レ
設
置
な
ど
推

進
し
て
い
る
。
今
後
は
、
災
害
時
の
事

業
継
続
計
画
を
策
定
し
、
地
域
の
方
々

と
利
用
者
と
一
体
で
の
訓
練
を
行
う
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に
、

米
と
関
連
し
た
体
験
型
を
加
え

る
考
え
は
あ
る
か
。

関
係
人
口
や
移
住
に
も
つ
な
が

る
よ
う
寄
附
者
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
て
い
く
。

米
を
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
と
し
て
活
用
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

原
料
調
達
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
も
あ
る
。
環
境
に
優
し
い
活

用
を
目
指
し
て
い
く
。

Ｑ

小
関
英
子
議
員

こ
せ
き

え
い
こ

道
の
駅
・
防
災
機
能
強
化
と
観
光
活
用
を

道
の
駅
・
防
災
機
能
強
化
と
観
光
活
用
を

答

事
業
継
続
計
画
の
策
定
、
芦
沢
駅
と
連
携
を
図
る

Ａ問答

米
の
消
費
拡
大

問問 答

ふ
る
さ
と
尾
花
沢
応
援
寄
附
金

の
令
和
２
年
度
の
実
績
は
５
億

８
千
万
円
で
あ
り
、
市
長
は
令
和
７
年

度
ま
で
に
、
20
億
円
を
目
指
し
た
い
と

公
約
さ
れ
た
。
そ
の
方
法
や
行
程
は
。

寄
附
者
は
返
礼
品
を
重
視
す
る

の
で
、
品
質
の
高
い
特
産
品
の

提
供
が
継
続
さ
れ
る
よ
う
生
産
者
に
寄

り
添
っ
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

返
礼
品
の
主
力
で
あ
る
本
市
の
ス
イ
カ
、

牛
肉
、
米
の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
力
の

向
上
と
PR
強
化
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
申

請
を
導
入
し
た
り
、
旅
先
納
税
も
検
討

し
て
い
く
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の

認
知
度
が
低
い
。
市
長
の
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
が
求
め
ら
れ
る
が
、
本
市

と
縁
の
あ
る
企
業
訪
問
を
積
極
的
に
行

っ
て
は
ど
う
か
。

今
年
度
は
、
２
社
か
ら
合
計
50

万
円
の
申
し
込
み
を
い
た
だ
い

た
。
多
く
の
企
業
に
対
し
、
制
度
の
説

明
と
本
市
の
魅
力
を
伝
え
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

マ
ル
チ
ワ
ー
ク
に
従
事
す
る
若

者
た
ち
の
募
集
は
何
名
を
予
定

し
て
い
る
の
か
。

市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
第
７

次
尾
花
沢
市
総
合
振
興
計
画
か

ら
導
き
出
さ
れ
る
課
題
も
捉
え
た
人
材

の
募
集
を
考
え
て
い
る
。

地
域
づ
く
り
組
合
を
立
ち
上
げ
、

マ
ル
チ
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
て

間
口
除
雪
の
徹
底
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

私
と
地
域
、
個
人
が
思
う
間
口

除
雪
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の
で
、

い
ず
れ
か
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
姿

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ

菅
野
修
一
議
員

す
が
の

し
ゅ
う
い
ち

ふ
る
さ
と
納
税
20
億
円
へ
の
取
り
組
み
は
い
か
に

ふ
る
さ
と
納
税
20
億
円
へ
の
取
り
組
み
は
い
か
に

答

返
礼
品
一
番
人
気
の
尾
花
沢
ス
イ
カ
８
万
５
千
個
必
要

Ａ問答

地
域
づ
く
り
の
人
材
確
保

問

問答

建
築
費
は
新
型
コ
ロ
ナ
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
前
の
１
・
５
倍
と

言
わ
れ
て
い
る
。
学
校
の
建
設
、
ゴ
ミ

焼
却
所
の
建
設
、
公
立
病
院
の
建
て
替

え
な
ど
、
財
政
負
担
が
増
す
。
平
成
20

年
か
ら
24
年
の
５
年
間
、
実
質
公
債
費

比
率
が
18
％
を
超
え
起
債
許
可
団
体
と

な
っ
た
。
鶴
子
ダ
ム
の
償
還
金
が
原
因

と
考
え
る
。
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
っ

た
と
考
え
て
い
る
か
。

償
還
年
度
が
進
む
ほ
ど
、
助
成

金
が
減
少
し
て
い
く
た
め
償
還

金
額
が
増
え
、
起
債
許
可
団
体
と
な
っ

た
。
事
業
の
取
捨
選
択
を
し
な
が
ら
健

全
運
営
に
努
め
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
治
ま
ら

な
く
て
も
実
現
可
能
な
尾
花
沢

祭
り
に
す
る
た
め
、
氏
子
や
祭
り
の
関

係
団
体
と
ま
つ
り
の
役
割
分
担
な
ど
を

見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
市
で
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

今
冬
、
祭
り
行
列
部
会
を
中
心

に
慣
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
実
施

方
法
と
、
輪
番
制
や
地
区
内
の
枠
に
捉

わ
れ
な
い
新
し
い
方
法
を
議
論
し
て
い

き
た
い
。市

長
は
、
選
挙
中
に
除
雪
作
業

を
組
合
の
よ
う
な
組
織
を
作
っ

て
取
り
組
み
た
い
と
言
っ
て
い
る
。
い

つ
頃
か
ら
組
合
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
考

え
て
い
る
か
。
組
合
員
の
夏
の
仕
事
は

何
を
す
る
の
か
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
立

ち
上
げ
を
考
え
て
い
る
か
。

総
務
省
の
特
定
地
域
づ
く
り
事

業
協
同
組
合
制
度
を
想
定
し
て

い
る
。
夏
は
農
作
業
と
冬
は
除
雪
作
業

で
一
年
通
じ
て
雇
用
創
出
し
た
い
。

Ｑ

大
類
好
彦
議
員

お
お
る
い

よ
し
ひ
こ

実
現
可
能
な
尾
花
沢
ま
つ
り
に
す
る
た
め
に

実
現
可
能
な
尾
花
沢
ま
つ
り
に
す
る
た
め
に

答

慣
例
に
捉
わ
れ
な
い
実
施
方
法
を
模
索
す
る

Ａ問答 こ
れ
か
ら
の
財
政
に
つ
い
て

問

問答

問答

除
雪
な
ど

お
ば
な
ざ
わ
花
笠
ま
つ
り

問答

地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資

格
を
持
つ
退
職
自
衛
官
を
防
災

監
な
ど
に
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
役

割
や
効
果
を
検
証
し
な
が
ら
、

来
年
度
の
早
い
時
期
に
配
置
で
き
る
よ

う
に
検
討
し
て
い
く
。

生
活
排
水
処
理
施
設
な
ど
、
普

及
率
も
向
上
し
て
い
る
。
合
併

浄
化
槽
な
ど
設
置
の
補
助
制
度
を
見
直

し
て
は
い
か
が
か
。

今
年
５
月
策
定
の
環
境
基
本
計

画
で
は
、
単
独
浄
化
槽
か
ら
合

併
浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え
を
促
し
て
い

る
。
指
定
地
区
浄
化
槽
整
備
事
業
の
見

直
し
を
図
り
、
一
般
地
区
浄
化
槽
整
備

事
業
を
拡
充
す
る
方
向
で
、
次
年
度
か

ら
取
り
組
め
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

徳
良
湖
湖
畔
の
キ
ャ
ン
プ
場
を

拡
張
し
て
、
株
式
会
社
ふ
る
さ

と
振
興
公
社
の
収
入
に
寄
与
し
て
は
ど

う
か
。

拡
張
に
際
し
て
は
、
浄
化
槽
の

法
規
制
や
用
地
の
確
保
な
ど
ハ

ー
ド
面
で
の
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
徳

良
湖
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
計
画
さ
れ
て

い
る
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

に
合
わ
せ
、
検
討
す
べ
き
と
考
え
て
い

る
。

各
種
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、

市
内
の
民
間
の
温
泉
施
設
も
含

め
無
料
開
放
し
て
は
ど
う
か
。

市
民
へ
の
迅
速
な
支
援
が
可
能

と
な
る
よ
う
、
災
害
時
応
援
協

定
の
締
結
に
向
け
早
急
に
協
議
を
進
め

て
い
き
た
い
。

Ｑ

菅
野
喜
昭
議
員

す
が
の

よ
し
あ
き

防
災
監
な
ど
の
採
用
は

防
災
監
な
ど
の
採
用
は

答

来
年
度
の
早
期
配
置
を
検
討

Ａ問答
生
活
排
水
等
の
処
理

問

答答
キ
ャ
ン
プ
場
の
拡
張

問
温
泉
施
設
の
無
料
開
放

問
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一般質問

本
町
地
区
の
保
育
所
再
編
に
よ

り
、
園
児
募
集
は
２
園
に
集
約
。

お
も
だ
か
保
育
園
は
新
規
入
所
の
受
付

は
な
く
、
継
続
入
所
・
兄
弟
入
所
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
と
あ
る
が
、
転
園
で
な

く
弟
妹
も
兄
姉
と
同
じ
よ
う
に
卒
園
さ

せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

持
続
的
な
保
育
体
制
を
維
持
す

る
た
め
、
通
常
保
育
を
民
間
に

特
定
保
育
を
公
立
で
担
う
方
針
で
あ
る
。

在
園
児
の
弟
妹
は
、
上
の
兄
姉
が
卒
園

す
る
ま
で
の
間
に
限
り
受
け
入
れ
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

通
常
保
育
は
年
々
少
な
く
な
る

が
、
保
育
士
の
安
定
的
な
雇
用

は
維
持
で
き
る
の
か
。
お
も
だ
か
保
育

園
は
な
く
さ
な
い
考
え
で
い
る
か
。

現
在
、
公
立
保
育
園
４
園
で
職

員
は
、
正
職
員
24
名
・
会
計
年

度
任
用
職
員
37
名
。
入
所
児
童
数
が
減

少
し
て
い
け
ば
、
正
職
員
の
比
重
が
高

ま
っ
て
い
く
と
考
え
る
。
お
も
だ
か
保

育
園
は
な
く
さ
な
い
。

本
市
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
入
所
の
待
機
者
は
、
山
形
県

社
会
保
障
推
進
協
議
会
の
資
料
に
よ
る

と
県
内
で
三
番
目
に
高
い
。
次
期
の
第

９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
令
和
６
〜

８
年
）
で
は
増
床
計
画
を
す
べ
き
で
は

な
い
か
。介

護
保
険
料
の
増
額
に
つ
な
が

る
恐
れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
慎
重

な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。
実
態
調
査
な

ど
で
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
持

続
可
能
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し
て

行
く
。

Ｑ

鈴
木

清
議
員

す
ず
き

き
よ
し

弟
妹
も
卒
園
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か

弟
妹
も
卒
園
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か

答

上
の
兄
姉
が
卒
園
す
る
ま
で
受
け
入
れ
る

Ａ問答

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者

問 保
育
園
は
ど
の
よ
う
な

体
制
に
な
る
の
か

問答

こ
の
２
年
間
の
利
用
実
績
は
、

事
業
費
の
割
合
に
、
登
録
者
数
、

利
用
者
数
、
延
利
用
日
数
が
大
変
少
な

い
の
で
は
な
い
か
。
本
市
の
施
設
を
利

用
し
な
い
で
他
市
の
施
設
を
利
用
し
て

い
る
市
民
も
い
る
と
聞
く
。
広
域
的
に

他
市
の
施
設
を
利
用
す
る
よ
う
に
切
り

替
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

利
用
実
績
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
は
11
月
末
時
点
で
延
べ
10
日
、

利
用
児
童
は
２
名
。
昨
年
度
は
延
べ
19

日
、
利
用
児
童
は
９
名
で
あ
る
。
他
市

の
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
を
利
用
し

た
実
績
は
、
延
べ
18
日
、
村
山
市
２
日
、

東
根
市
16
日
。
子
育
て
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
、

連
携
中
枢
都
市
圏
の
連
携
事
業
で
は
、

相
互
利
用
が
す
で
に
行
わ
れ
て
お
り
、

広
域
的
な
受
け
皿
に
な
っ
て
い
る
。

パ
レ
ッ
ト
ス
ク
エ
ア
が
閉
鎖
に

な
る
た
め
に
、
尾
花
沢
待
合
所

の
ト
イ
レ
や
電
気
や
暖
房
が
使
え
な
く

な
る
。
こ
れ
で
は
冬
季
間
待
合
所
を
利

用
す
る
市
民
が
大
変
で
あ
る
。
市
民
が

快
適
に
バ
ス
を
待
て
る
よ
う
に
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

尾
花
沢
待
合
所
は
、
本
市
と
他

市
町
を
結
ぶ
バ
ス
と
市
営
バ
ス

の
重
要
な
拠
点
停
留
所
で
、
パ
レ
ッ
ト

ス
ク
エ
ア
閉
鎖
後
も
解
体
ま
で
は
引
き

続
き
借
用
で
き
る
。
ト
イ
レ
に
つ
い
て

は
、
民
間
事
業
者
か
ら
借
用
で
き
る
が
、

暖
房
に
つ
い
て
は
改
修
工
事
が
必
要
で
、

無
人
の
施
設
の
暖
房
器
具
の
設
置
は
、

防
火
管
理
上
安
全
が
確
保
で
き
な
い
た

め
、
設
置
を
見
送
っ
た
。

Ｑ

奥
山

格
議
員

お
く
や
ま

き
わ
む

尾
花
沢
待
合
所
に
電
気
を
ひ
き
暖
房
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か

尾
花
沢
待
合
所
に
電
気
を
ひ
き
暖
房
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か

答

防
火
管
理
上
暖
房
器
具
の
設
置
は
見
送
っ
た

Ａ問答
病
児
・
病
後
児
保
育

問

誰でも早く
入所ができ
るように

尾
花
沢
待
合
所


